


一般会計  351億5000万円

特別会計　　308億3482.2万円

国民健康保険事業
老人保健事業　　
公共用地先行取得事業　
公共下水道事業　　　　　
農業集落排水事業　　　　　
八丁台土地区画整理事業　
駐車場事業　　　　　　　
介護保険事業　　　　　　　　
介護サービス事業　　　　

111億1563.1万円
90億 995.5万円
1017.2万円

34億 829.6万円
13億4341.1万円
5億2557.8万円
1億8102.5万円
52億1685.1万円

2390.3万円

企業会計 64億2280.1万円
水道事業
（下館）

（関城）

（明野）

（協和）

病院事業

議会費
54,954.5
(1.6%)

総務費
489,600.7
(13.9%)

民生費
959,834.5
(27.3%)

衛生費
324,853.7
(9.2%)

農林水産業費
186,416.7
(5.3%)

商工費
33,024.3
(0.9%)

土木費
392,469.7
(11.2%)

消防費
167,186.8
(4.8%)

教育費
458,596.8
(13.0%)

公債費
441,380.0
(12.6%)

その他
6,682.3
(0.2%)

（単位：万円）

地方消費税交付金
111,700.0
(3.2%)

自動車取得税交付金
30,100.0
(0.9%)

市　　税
1,258,972.6
(35.8%)

地方譲与税
110,850.0
(3.1%)

地方特例
交付金
37,700.0
(1.1%)

地方交付税
739,000.0
(21.0%)

分担金
及び負担金
43,583.4
(1.2%)

国庫支出金
279,716.3
(8.0%)

諸収入
66,944.7
(1.9%)

市　債
238,540.0
(6.8%)

その他
158,999.8
(4.5%)

県支出金
153,337.1
(4.4%)

繰入金
285,556.1
(8.1%)

予算総額　724億762.3万円
　合併後初めてとなる筑西市の予算が決ま
りました。平成17年度の予算総額は、724
億762.3万円。このうち、市の基本的な仕事

や市民サービスのための一般会計予算は、351億5000万円です。筑西市は、合併協議の経過や事務事業の
調整方針を踏まえ、行政改革の推進と財政の健全化を図りながら、皆さんの暮らしを最優先に考えた各種
施策を積極的に展開していきます。『人と自然、安心して暮らせる共生文化都市』そして『環境と心と福
祉を大切にした生活先進都市』筑西市の建設を目指し、市民の誰もが安全で安心して暮らし、郷土を誇り
に思える地域づくりを進めていくための、新年度の予算と主な事業の概要をまとめました。

平成17年度　筑西市の予算と事業のあらまし

収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出

収益的支出
資本的支出

11億8599.7万円
3億8549.0万円
 2億2042.8万円

777.2万円
2億3643.7万円

680.0万円
1億9005.9万円
1004.0万円

29億0000.0万円
 1億2131.3万円

２



歳
入
編

【
市
税
】
と
は
…
皆
さ
ん
が
市
に
納
め
る
税
金
。
そ
の
主
な
も
の
は
市

　
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
で
す
。

【
地
方
譲
与
税
】
と
は
…
国
税
と
し
て
納
め
ら
れ
た
税
の
一
部
を
市
に

　
配
分
す
る
も
の
。

【
地
方
交
付
税
】
と
は
…
国
税
（
所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
・
消
費
税

　
・
た
ば
こ
税
）
の
一
部
を
市
に
配
分
す
る
も
の
。
自
治
体
が
自
由
に

　
使
え
ま
す
。

【
国
庫
支
出
金
】
と
は
…
市
が
行
う
公
共
事
業
な
ど
に
必
要
な
お
金
の

　
一
部
又
は
全
部
を
国
が
補
助
金
な
ど
と
し
て
交
付
す
る
も
の
。

【
市
債
】
と
は
…
市
の
財
源
不
足
を
補
っ
た
り
、
特
定
の
支
出
に
充
て

　
る
た
め
の
長
期
借
入
金
で
す
。

歳
出
編

【
議
会
費
】
と
は
…
市
議
会
運
営
の
た
め
の
経
費
で
す
。

【
総
務
費
】
と
は
…
市
の
各
種
計
画
の
策
定
や
推
進
、
市
の
内
部
管
理

　
な
ど
の
経
費
で
す
。

【
民
生
費
】
と
は
…
障
害
者
や
お
年
寄
り
に
対
す
る
福
祉
の
充
実
、
子

　
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
の
事
業
費
で
す
。

【
衛
生
費
】
と
は
…
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
の
、
保

　
健
・
医
療
・
環
境
な
ど
の
事
業
費
で
す
。

【
農
林
水
産
業
費
】
と
は
…
農
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
支
援
や
生

　
産
基
盤
整
備
な
ど
の
事
業
費
で
す
。

【
商
工
費
】
と
は
…
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
支
援
や
観
光
振

　
興
の
た
め
の
事
業
費
で
す
。

【
土
木
費
】
と
は
…
道
路
、
橋
、
河
川
、
公
園
な
ど
社
会
資
本
の
整
備

　
の
た
め
の
事
業
費
で
す
。

【
消
防
費
】
と
は
…
市
民
生
活
の
安
全
を
守
る
消
防
活
動
費
で
す
。

【
教
育
費
】
と
は
…
学
校
教
育
の
充
実
、
生
涯
学
習
の
充
実
、
芸
術
・

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
の
事
業
費
で
す
。

【
公
債
費
】
と
は
…
市
債
の
元
利
支
払
い
の
た
め
の
金
額
と
一
時
借
入

　
金
の
利
子
の
合
計
で
す
。

〔
子
育
て
支
援
〕

　
延
長
・
乳
児
・
障
害
児
・
休
日
・

一
時
保
育
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
下
館
・
明
野
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
各
事
業
の
充
実
を
図
り
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
整

備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
料
の
保
護
者
負
担
を

平
均
で
20
・
３
％
軽
減
し
ま
す
。

〔
医
療
福
祉
事
業
〕

　
乳
幼
児
医
療
助
成
制
度
の
対
象
年

２
７
４
億
９
０
８
３
・
１
万
円

齢
を
、
６
歳
未
満
ま
で
に
拡
大
し
ま

す
（
７
億
２
７
９
５
万
円
）
。

〔
介
護
保
険
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
〕

　
保
険
運
営
の
充
実
を
図
り
、
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
き
め
細
か
い
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
（
52
億
４

０
７
５
万
円
）
。

〔
市
民
の
健
康
づ
く
り
〕

　
各
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て

健
康
診
査
、
各
種
が
ん
検
診
な
ど
を

行
い
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す（
４
億
２
４
８
６
万
円
）。

　
在
宅
福
祉
充
実
の
た
め
、
介
護
予

防
事
業
の
拠
点
と
な
る
基
幹
型
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
保

健
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す

（
２
９
６
０
万
円
）
。

〔
市
民
病
院
事
業
〕

　
地
域
の
中
心
的
な
医
療
機
関
と
し

て
、
医
療
水
準
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
経
営
の
効

率
化
、
医
師
の
確
保
、
看
護
職
員
の

適
正
配
置
に
努
め
ま
す
（
30
億
２
１

３
１
万
円
）
。

〔
国
民
健
康
保
険
事
業
〕

　
皆
さ
ん
が
健
康
で
明
る
く
暮
ら
せ

る
社
会
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
適

正
で
効
率
的
な
運
営
に
努
め
ま
す

（
１
１
１
億
１
５
６
３
万
円
）
。

17年度予算と事業の概要

▲協和多目的研修センターで
　開催された子育てイベント

３



〔
霞
ヶ
浦
用
水
建
設
推
進
事
業
〕

　
関
城
・
明
野
・
協
和
地
域
で
、

霞
ヶ
浦
用
水
建
設
事
業
を
推
進
し
ま

す
（
１
億
８
５
４
３
万
円
）
。

〔
農
業
関
係
〕

　
ほ
場
や
農
道
、
排
水
路
の
整
備
な

ど
を
実
施
し
、
農
業
生
産
基
盤
の
確

立
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
安
全
で
安

心
な
農
畜
産
物
の
生
産
と
地
産
地
消

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
後
継
者
の

確
保
育
成
に
努
め
ま
す
。

〔
商
工
振
興
事
業
〕

『
祇
園
ま
つ
り
』
や
『
ど
す
こ
い
ペ

ア
』
、
『
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
』
『
小
栗
判
官
祭
り
』
な
ど
を
、

〔
学
校
教
育
の
充
実
〕

　
児
童
生
徒
へ
の
き
め
細
や
か
な
指

導
を
行
う
た
め
、
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
非
常
勤
講
師
（
１
６
９
１
万

円
）
、
生
活
指
導
員
（
８
８
０
万

円
）
を
配
置
し
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
は
じ
め
と
し
た

校
内
情
報
化
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
（
２
億
４
３
７
７
万
円
）
な

ど
、
各
学
校
の
教
育
環
境
を
整
え
ま

17年度予算と事業の概要

す
。
ま
た
、
改
築
を
予
定
し
て
い
る

小
中
学
校
の
施
設
に
つ
い
て
、
調
査

と
設
計
を
委
託
し
ま
す
。

〔
生
涯
学
習
の
推
進
〕

　
生
涯
学
習
に
対
す
る
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
図
書

館
、
美
術
館
、
公
民
館
、
各
ス
ポ
ー

ツ
施
設
な
ど
を
活
用
し
、
充
実
し
た

学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

備
や
小
貝
川
の
堤
防
改
修
等
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、

国
・
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

〔
区
画
整
理
〕

　
八
丁
台
で
行
っ
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
区
画
道
路
な
ど
の

整
備
を
進
め
、
早
期
完
了
を
目
指
し

ま
す
（
５
億
２
５
５
８
万
円
）
。

〔
防
災
訓
練
の
実
施
〕

　
災
害
時
に
迅
速
か
つ
的
確
に
防
災

活
動
を
行
え
る
よ
う
、
８
月
27
日
、

下
館
総
合
運
動
公
園
を
会
場
に
、
県

と
市
の
共
同
で
『
平
成
17
年
度
茨
城

県
・
筑
西
市
総
合
防
災
訓
練
』
を
実

施
し
ま
す
（
１
３
６
２
万
円
）
。

〔
防
犯
活
動
の
推
進
〕

『
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条

例
』
に
基
づ
き
、
警
察
署
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
防

犯
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

〔
公
共
下
水
道
事
業
〕

　
市
単
独
処
理
場
及
び
鬼
怒
小
貝
流

域
・
小
貝
川
東
部
流
域
の
下
水
道
整

備
を
進
め
、
供
用
区
域
の
拡
大
を
図

り
ま
す
（
34
億
８
３
０
万
円
）
。

〔
公
営
住
宅
整
備
〕

　
２
か
年
継
続
事
業
で
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
取
り
入
れ
た
、
み
ど
り
町
の

沖
田
住
宅
建
設
の
２
期
工
事
を
行
い

ま
す
（
８
３
９
７
万
円
）
。

〔
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
〕

　
ア
ル
テ
リ
オ
東
側
の
シ
ビ
ッ
ク
コ

ア
整
備
地
区
で
、
４
月
か
ら
国
の
合

同
庁
舎
の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。

市
は
、
隣
接
す
る
街
路
や
広
場
公

園
、
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る
中
島
富

士
見
町
線
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

〔
道
路
網
の
整
備
〕

　
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
道
路

と
し
て
筑
西
幹
線
道
路
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
一
本
松
・
茂
田
線
（
１
億
３

０
０
万
円
）
を
始
め
、
１
級
31
号
線

（
８
０
０
０
万
円
）
や
勝
宮
・
中
根

線
（
９
６
０
２
万
円
）
、
赤
町
・
有

田
線
（
８
０
３
０
万
円
）
な
ど
の
主

要
幹
線
道
路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
道
50
号
バ
イ
パ
ス
の
整

筑
西
市
誕
生
記
念
事
業
と
し
て
開
催

し
、
ま
ち
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　
国
・
県
・
商
工
会
議
所
な
ど
と
連

携
し
て
、
中
小
企
業
の
経
営
支
援
に

努
め
ま
す
（
１
億
４
１
６
万
円
）
。

１
０
６
億
２
２
４
０
・
９
万
円

11
億
６
３
１
２
・
８
万
円

30
億
７
４
５
４
・
９
万
円

▼稲荷町で建設を進め
　ている国の合同庁舎

▲

関
城
の
祭
典
、
ど
す
こ
い
ペ
ア
。

今
年
は
８
月
20
日
、
21
日
に
開
催
し
ま
す
。

４



〔
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
〕

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用
を

補
助
し
ま
す
（
３
３
２
０
万
円
）
。

〔
農
業
集
落
排
水
事
業
〕

　
竹
島
、
関
城
東
、
協
和
北
第
三
の

29
億
６
０
８
２
・
８
万
円

11
億
７
２
２
９
・
３
万
円

〔
筑
西
市
誕
生
記
念
式
典
事
業
〕

　
４
市
町
の
合
併
を
お
祝
い
し
、
筑

西
市
誕
生
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
総
務
大
臣
を
は
じ
め
県
知
事
、

国
会
議
員
、
多
く
の
市
民
や
関
係
者

を
招
き
、
７
月
３
日
、
下
館
総
合
体

育
館
で
筑
西
市
誕
生
記
念
式
典
を
開

催
し
ま
し
た
。

〔
筑
西
市
総
合
計
画
の
策
定
〕

　
今
年
度
と
来
年
度
の
２
か
年
で
、

『
筑
西
市
建
設
計
画
』
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
市
の
行
政
運
営
の
指
針
と
な

る
『
筑
西
市
総
合
計
画
』
を
策
定
し

ま
す
（
３
７
９
万
円
）
。

〔
常
総
線
近
代
化
事
業
〕

　
８
月
の
『
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
』
開
業
に
合
わ
せ
、
関
東
鉄
道
常

総
線
の
下
館
・
守
谷
間
に
快
速
列
車

を
運
行
さ
せ
る
な
ど
、
利
便
性
向
上

や
地
域
振
興
の
た
め
の
常
総
線
近
代

化
事
業
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
ま
す
（
６
５
９
４
万
円
）
。

〔
国
勢
調
査
〕

　
今
年
は
国
勢
調
査
の
実
施
年
度
で

す
。
合
併
に
よ
り
人
口
約
11
万
４
千

人
、
約
３
万
６
千
世
帯
と
な
っ
た
筑

西
市
の
、
円
滑
・
高
精
度
な
調
査
に

努
め
ま
す
（
５
０
７
３
万
円
）
。

て
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す

（
13
億
４
３
４
１
万
円
）
。

〔
ご
み
対
策
〕

　
ご
み
の
減
量
化
、
省
資
源
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
筑

西
広
域
事
務
組
合
等
と
連
携
し
、
廃

棄
物
の
適
正
な
処
理
を
行
い
ま
す
。

〔
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
事
業
〕

　
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
、
公

共
施
設
に
お
け
る
省
エ
ネ
・
省
資
源

化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
冷
房
温
度
を
28
℃

に
設
定
し
、
軽
装
を
推
奨
す
る
ク
ー

ル
・
ビ
ズ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

各
地
区
で
、

農
業
集
落
排

水
処
理
施
設

の
整
備
を
進

め
ま
す
。
ま

た
、
す
で
に

供
用
を
開
始

し
て
い
る
23

地
区
に
つ
い

▼平成16年４月に供用開始された
明野西部地区農業集落排水処理施設

■助役に古宇田和夫氏が就任

町長を務めました。
■収入役に大木均氏が就任

めました。
■特別参与に齋藤和夫氏が就任

務めました。
■元人権擁護委員の渡邉登さんに大臣感謝状

わたなべのぼる ふるうち

　渡邉登さん(76歳・古内)に、法務大臣感謝
状が贈られました。渡邉さんは平成４年から
約13年間、人権擁護委員として活躍された
功績が認められての表彰です。
■友好都市・高梁市から市議会議員団が親善訪問

　

　

　７月21日・22日、筑西市の友好都市・岡山
たかはし

県高梁市から市議団が来市。市役所や下館城
みずのや

主・水谷氏の墓がある定林寺などを訪れまし
びっちゅうまつやま

た。同市は、下館から備中松山（高梁市）に
転封となった水谷氏が結ぶ縁により、昭和54
年に旧下館市と友好都市となっています。

こ う

　７月１日、助役に古宇
た かず お さぎしま

田和夫氏（67歳・鷺島）
が就任しました。古宇田
氏は、旧明野町役場勤務
を経て、同町収入役、同
助役を歴任。平成９年か
ら今年３月27日まで、同

おお

　７月１日、収入役に大
き ひとし くわやま

木均氏（57歳・桑山）が
就任しました。大木氏
は、旧協和町農業委員、
同町議会議員などを歴
任。平成13年から今年３
月27日まで、同町長を務

　７月１日、特別参与に
さいとうかず お いた

齋藤和夫氏（78歳・板
ばし

橋）が就任しました。齋
藤氏は、旧河内村役場お
よび旧関城町役場勤務を
経て、昭和54年から今年
３月27日まで、同町長を

５ 市政メモ



書
家
・
浅
香
鉄
心
の
作
品
を
寄
付

あ
さ
か
て
っ
し
ん

　
筑
西
市
出
身
の
書
家
で
、
日
展
常
務
理
事
な
ど
を
務
め
た
浅
香
鉄
心

え
い
こ

（
昭
和
元
年
〜
平
成
９
年
）の
作
品
が
、鉄
心
夫
人
の
浅
香
栄
子
さ
ん
か

ら
、
し
も
だ
て
美
術
館
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
寄
付
作
品
は
、
い
ず
れ

か
ん
ざ

し

こ
れ
こ
ん
ろ
ん

わ
が
や

も
日
展
出
品
作
で
あ
る
『
寒
山
詩
』
と
『
是
崑
崘
』、『
吾
家
』
の
３
点
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
し
も
だ
て
美
術
館
が
所
蔵
・
管
理
し
、
今
後
開
催

す
る
常
設
展
な
ど
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。

あけのミュージックフェア
甦る青春の日々

市内で梨の出荷始まる

６まちの話題

鉄
心
夫
人
の
栄
子
さ
ん
が
、
し
も
だ
て
美
術
館
に

▲『吾家』第29回改組日展
　平成９年（1997）

▲『是崑崘』第28回改組日展
　平成８年（1996）

おいしい梨をめしあがれ

　７月９日、明野公民館イルブリランテ
で、『あけのミュージックフェア・甦る青
春の日々パート11』が行われました。明
野地域を中心とする市内在住者などで構
成された３組のバンド、パイオニアズレ
ンジ、クラッシャーズ、マインド40が出
演。楽しいトークを交えながら、懐かし
いベンチャーズサウンドやグループサウ
ンズ、フォークソングなどを演奏し、満
員の観客がステージを楽しみました。

　７月上旬から、市内で梨の出荷が始ま
りました。梨は、米や紅小玉すいかなど
とともに筑西市の主要な農産物のひとつ。
旧関城町と旧下館市の南西部を中心に生
産されていて、それぞれ県の銘柄産地に
指定されています。現在出荷しているの
は、３月中に花あわせを行ったハウス栽
培の『幸水』。その後、露地栽培の『幸水』
『豊水』『新高』の収穫が始まり、８月を
ピークに10月上旬まで出荷が続きます。



　9月4日(日)まで　月曜休館
　下妻市ふるさと博物館〔下妻市TEL0296(44)7111〕
　入場料＝一般200円　小中高生100円

　9月25日(日)まで　
　月曜休館（9/19は開館、9/20は休館）
　茨城県自然博物館〔坂東市TEL0297(38)2000〕
　入場料＝一般720円　高大生440円　小中生140円

　8月27日(土)　午後6時30分開演
　茨城県立県民文化センター〔水戸市TEL029(241)1166〕
　入場料＝Ｓ席5,000円　Ａ席4,500円

　9月4日(日)　午後6時開演
　栃木県総合文化センター〔宇都宮市TEL028(643)1010〕
　入場料＝全席指定4,500円

　9月4日(日)　午後2時開演
　つくばノバホール〔つくば市TEL029(852)5881〕
　入場料＝全席指定500円（3歳から入場可）

　10月20日(木)　午後6時30分開演
　茨城県立県民文化センター〔水戸市TEL029(241)1166〕
　入場料＝Ｓ席7,000円　Ａ席6,000円　
　　　　　Ｂ席5,000円　学生席2,000円

広域情報

8月2日生（倉持） 8月5日生（中館） 8月5日生（一本松） 8月6日生（舟生） 8月7日生（伊佐山） 8月8日生（玉戸） 8月10日生（新治）

8月12日生（南町）8月12日生（女方） 8月13日生（幸町）8月14日生（笹塚）8月15日生（西方）8月16日生（蓮沼）

8月16日生（幸町）8月17日生（一本松）8月18日生（南町）8月18日生（海老江）8月20日生（下川島）8月20日生（幸町）8月21日生（小川）

8月23日生（二木成）8月24日生（榎生）8月24日生（下川島）8月25日生（南町）8月25日生（玉戸）8月26日生（下川島）8月29日生（幸町）

8月30日生（野殿）8月30日生（下中山）8月31日生（松原）8月31日生（南町）

8月13日生（門井）

１歳のお誕生おめでとう

おでかけガイド／わが家のアイドル７



　
私
の
家
の
近
所
に
公
園
が
あ
り
ま

す
。
散
歩
コ
ー
ス
に
寄
っ
て
い
く
人

も
い
れ
ば
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
す
る

親
子
、
小
学
生
の
は
し
ゃ
ぐ
声
が
聞

こ
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
年
に

何
回
か
で
す
が
、
夜
に
な
る
と
公
園

の
方
か
ら
、
パ
ン
パ
ン
と
大
き
な
音

が
す
る
事
が
あ
る
の
で
す
。
ど
う
や

ら
若
い
人
た
ち
が
打
ち
上
げ
花
火
を

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
公
園
は
み
ん

な
の
も
の
。
他
に
だ
れ
も
い
な
い
か

ら
と
い
っ
て
花
火
を
打
ち
上
げ
る
の

は
マ
ナ
ー
違
反
で
す
。
火
事
の
心
配

も
あ
っ
て
危
険
だ
し
、
眠
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
安
眠
妨
害
で
す
。
公
園

は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
使
っ
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
（
匿
名
・
男
性
）

　
こ
ん
に
ち
は
。
僕
は
お
祭
り
が
大

好
き
で
、
い
つ
も
こ
の
季
節
に
な
る

と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
去
年
の
下
館

の
祇
園
祭
り
は
す
ご
か
っ
た
で
す

ね
。
駅
前
は
身
動
き
が
と
れ
な
い
程

の
人
、
人
、
人
で
し
た
。
今
年
も
盛

り
上
が
る
と
い
い
で
す
ね
。
僕
も
楽

し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
（
匿
名
）

日ごろ暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。市広報広聴課へ。

公
園
で
花
火
は
マ
ナ
ー
違
反

６年生が描くわたしの夢、このまちの未来。

８マイ・ドリーム／おたより

今
年
も
楽
し
み
、
祭
り
の
季
節

公
務
員
に
な
っ
て
、
人
々

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
作
り
た
い
。
た
く
さ

ん
の
人
と
ふ
れ
合
え
る
、

明
る
い
ま
ち
に
し
た
い
。

わた なべ ゆう た

渡辺　悠太

体
育
の
先
生
に
な
っ
て
、

生
徒
に
体
育
の
楽
し
さ
を

教
え
て
あ
げ
た
い
な
。
花

や
樹
木
を
大
切
に
し
、
緑

輝
く
ま
ち
を
築
き
た
い
。

おお よし く み

大吉　空見

料
理
人
に
な
り
、
お
い
し

く
て
体
に
い
い
料
理
を
み

ん
な
に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ

た
い
。
緑
の
き
れ
い
な
美

し
い
ま
ち
を
作
り
た
い
。

ひ き ひで あき

比気　英明

保
育
園
の
先
生
に
な
り
、

小
さ
い
子
に
い
っ
ぱ
い
優

し
く
し
て
あ
げ
た
い
な
。

障
害
者
の
人
も
仲
良
く
暮

ら
せ
る
ま
ち
に
し
た
い
。

うえ の き み か

上野　貴美賀

医
者
に
な
り
、
病
気
で
困

っ
て
い
る
人
を
治
し
て
あ

げ
た
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
、
ご
み
が
な
く
て
き

れ
い
な
ま
ち
に
し
た
い
。

はし もと たか ふみ

橋本　理史

パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
り
、
み

ん
な
が
笑
顔
に
な
る
お
菓

子
を
作
り
た
い
。
誰
に
で

も
あ
い
さ
つ
を
し
、
人
と

人
と
の
輪
を
広
げ
た
い
。

つか だ ゆ り

塚田　友理

み
ん
な
が
驚
く
よ
う
な
プ

レ
ー
が
で
き
る
プ
ロ
野
球

選
手
に
な
り
た
い
。子
ど
も

も
お
年
寄
り
も
笑
顔
で
い

ら
れ
る
ま
ち
に
し
た
い
。

おお たけ てつ や

大武　徹哉

保
育
士
に
な
り
、
小
さ
い

子
に
楽
し
い
遊
び
を
教
え

て
あ
げ
た
い
な
。
人
の
心

が
き
れ
い
で
、
み
ん
な
笑

顔
の
筑
西
市
に
し
た
い
。

たか はし み さ

高橋　美沙

橋
下
弁
護
士
み
た
い
に
、

人
の
役
に
立
つ
よ
う
な
弁

護
士
を
目
指
し
た
い
な
。

ご
み
を
減
ら
し
、
川
を
も

っ
と
き
れ
い
に
し
た
い
。

いい じま なお や

飯島　直哉

た
く
さ
ん
の
人
に
元
気
や

感
動
を
あ
げ
ら
れ
る
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
に
な
り
た
い
。

誰
も
が
優
し
い
心
を
持
て

る
ま
ち
を
作
り
た
い
な
。

さ とう め ぐ み

佐藤　芽久美



９ スナップ／人

　７月21日、協和多目的研修セ
ンターで、筑西市地域女性団体
連絡会協和支部主催の子育て支
援イベント『ほっとスペース』
が開かれました。子どもと保護
者など約20組、計50人が参加。
風船や積み木遊びなどをして、
楽しい時間を過ごしました。

い
な
ば
は
く
め
い

ぎ

し
ろ
う

「
初
代
会
長
の
稲
葉
白
明
（
義
司
郎
）
は
、

よ
こ
せ

や

う

筑
波
嶺
詩
人
と
呼
ば
れ
る
横
瀬
夜
雨
の
一
番

き
む
ら
し
ん
き
ち

弟
子
で
、
２
代
会
長
の
木
村
信
吉
は
最
後
の

門
下
生
。
『
河
の
会
』
は
、
夜
雨
の
流
れ
を

く
む
も
の
で
す
」
と
語
る
の
は
、
明
野
地
域

在
住
者
な
ど
で
構
成
す
る
文
芸
サ
ー
ク
ル

し
ょ
う　
い
ち

『
つ
く
ば
ね
文
化
河
の
会
』
（
稲
葉
昭
一
会

な
か
う
え
の

よ
ど

長
＝
80
歳
・
中
上
野
）
の
副
会
長
で
あ
る
淀

な
わ
　た
け
し

き
く
ち
ひ
ろ
し

縄
武
さ
ん
（
72
歳
）
と
会
員
の
菊
地
博
さ
ん

（
71
歳
）
。
２
人
は
昭
和
25
年
の
同
会
発
足

時
か
ら
の
会
員
で
、
こ
の
ほ
ど
発
刊
さ
れ
た

機
関
誌
『
河
』
記
念
特
集
号
の
編
集
に
、
そ

きく ち ひろし
まつ ばら

よどなわたけし
てら うえ の　菊地 博さん（松原）　淀縄 武さん（寺上野）

の
中
心
と
な
っ
て
携
わ
り
ま
し
た
。

　
２
冊
の
特
集
号
の
一
冊
は
、
新
旧
会

員
に
よ
る
短
歌
や
俳
句
、
川
柳
、
詩
、

小
説
な
ど
を
収
録
し
た
『
記
念
特
集
号

〜
55
年
の
軌
跡
』
。
も
う
一
冊
は
、
会

あ
か
ぎ
た
け
ひ
こ

あ
か
は
ま

員
の
赤
城
毅
彦
さ
ん
（
74
歳
・
赤
浜
）

が
過
去
に
『
河
』
へ
寄
稿
し
た
文
章
を

ま
と
め
た
も
の
で
、
郷
土
の
民
俗
や
偉

人
な
ど
を
紹
介
し
た
『
記
念
特
集
号
別

冊
〜
古
代
史
の
謎
を
解
く
鍵
』
で
す
。

　
淀
縄
さ
ん
は
、
「
日
本
人
の
心
情
を

美
し
く
表
現
す
る
言
葉
、
日
本
の
風
土

が
作
り
上
げ
た
素
晴
ら
し
い
日
本
語

を
、
文
芸
離
れ
の
若
い
人
た
ち
に
も
再

認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」
。

菊
地
さ
ん
は
、
「
子
ど
も
た
ち
が
本
を

読
む
機
会
が
少
な
い
の
が
残
念
で
す
。

も
っ
と
本
に
親
し
み
、
文
芸
に
接
す
る

喜
び
を
感
じ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。



　
皆
さ
ん
は
『
ア
ル
テ
リ
オ
』
を
ご
存
じ
で
す
か
。
そ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
下
館
駅

か
ら
北
へ
徒
歩
約
５
分
、
稲
荷
町
通
り
に
面
し
た
一
画
に
、
中
央
地
区
再
開

発
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
た
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
大
き
な
建
物
の
愛
称
で
す
。

こ
こ
で
は
、
陶
芸
教
室
や
料
理
教
室
な
ど
の
各
種
講
座
や
、
郷
土
ゆ
か
り
の

芸
術
家
の
展
覧
会
な
ど
、
数
々
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
し
て
丸
２
年
。
地
域
の
交
流
の
場
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、

多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
『
ア
ル
テ
リ
オ
』
を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
月
で
オ
ー
プ
ン
２
周
年
と
な
る
『
ア
ル
テ

リ
オ
』
は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
美
術
館
の

２
つ
の
機
能
を
持
っ
た
施
設
で
す
。
平
成
15
年

８
月
１
日
、
地
下
１
階
か
ら
地
上
２
階
ま
で
の

『
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
』
が
、
３
か

月
遅
れ
て
11
月
１
日
に
は
、
３
階
の
『
し
も
だ

て
美
術
館
』
が
開
館
し
ま
し
た
。
以
来
、
生
涯

学
習
の
場
と
し
て
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
、
連
日
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
３
階
の
美
術
館
で
は
、
文
化
勲
章
受
章
者
の

陶
芸
家
・
板
谷
波
山
氏
や
洋
画
家
・
森
田
茂
氏

を
始
め
と
す
る
、
ふ
る
さ
と
ゆ
か
り
の
芸
術
家

た
ち
の
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を
紹
介
す
る
展
覧

会
が
開
催
さ
れ
、
市
民
だ
け
で
な
く
、
県
内
外

か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
は
全
館
を
使
っ
て
、
深
田
恭
子
さ
ん
や
岡

田
真
澄
さ
ん
が
出
演
す
る
ド
ラ
マ
の
収
録
が
行

わ
れ
、
テ
レ
ビ
デ
ビ
ュ
ー
も
し
ま
し
た
。

　
太
陽
の
光
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
、
明
る
い
館
内
に

は
、
用
途
に
応
じ
た
い
ろ
い
ろ
な
部
屋
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
１
階
の
入
口
を
入
る
と
、
ロ

ビ
ー
、
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
が
楽
し
め
る
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
、
１
８
０
人
を
収
容
で
き
る
集
会

室
、
Ｉ
Ｈ
電
磁
調
理
機
器
を
備
え
た
調
理
室
、

来
館
案
内
を
し
て
く
れ
る
ほ
っ
と
ひ
と
息
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
郷
土
芸
能
展
示
コ
ー
ナ
ー
。

　
ら
せ
ん
階
段
で
２
階
へ
上
が
る
と
、
音
楽
も

で
き
る
練
習
室
、
工
作
活
動
の
で
き
る
ク
ラ
フ

ト
室
、
水
屋
を
備
え
た
25
畳
の
和
室
、
人
数
に

合
わ
せ
て
使
用
で
き
る
会
議
室
・
研
修
室
・
セ

ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
こ
ど
も
室
や

サ
ロ
ン
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
地
下
に
は
、
98
台
駐
車
で
き
る
専
用

駐
車
場
、
防
音
設
備
の
あ
る
大
練
習
室
、
陶
芸

窯
を
備
え
、
本
格
的
に
陶
芸
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
陶
芸
室
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
立
派
な

設
備
を
利
用
し
て
、
館
内
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

自
主
講
座
や
教
室
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

10
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丸
山
先
生
は
、
み
ん
な
の
自
主
性
に
任
せ
な

が
ら
も
、
的
確
な
指
導
と
技
術
で
、
失
敗
作
品

に
な
り
そ
う
な
も
の
で
も
立
派
な
作
品
に
導
い

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
「
陶
芸
は
、
作
る
楽
し
さ

と
最
後
に
使
う
楽
し
さ
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
の
よ
。
自
分
で
作
る
よ
う
に
な
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
器
を
今
ま
で
と
は
違
う
目
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
し
、
も
っ
と
親
し
み
が
持
て
る
よ
う

　　
地
下
の
陶
芸
室
で
は
、
好
評
だ
っ
た
昨
年
に

引
き
続
き
、
今
年
も
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催

の
陶
芸
教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
約
20
人

が
参
加
し
、
月
に
２
回
、
講
師
の
丸
山
陽
子
先

生
（
大
関
）
の
ご
指
導
の
も
と
、
仲
良
く
和
気

あ
い
あ
い
と
陶
芸
制
作
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
教
室
に
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
い
ろ
い
ろ

な
方
が
参
加
し
て
お
り
、
「
昨
年
参
加
し
た
友

人
に
聞
い
て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
」
と
か
、

「
以
前
か
ら
笠
間
焼
き
な
ど
を
見
て
い
て
、
自

分
で
も
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す

よ
」
と
か
、
「
ず
っ
と
や
る
機
会
を
待
っ
て
い

ま
し
た
」
と
、
皆
さ
ん
と
て
も
熱
心
で
す
。
感

想
を
聞
く
と
口
々
に
楽
し
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
粘
土
に
触
っ
て
い
る
と
き
は
気
持
ち
が

集
中
し
て
い
て
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
人
が
い
ま

せ
ん
。
講
座
の
１
５
０
分
が
、
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
土
い
じ
り
は
心
を
穏
や
か
に
し
て
く
れ
る
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
作
っ

て
み
た
感
想
を
尋
ね
る
と
、
「
ス
ト
レ
ス
解
消

に
な
り
ま
し
た
」
「
形
に
な
っ
て
い
く
の
が
楽

し
い
で
す
ね
」
「
き
ち
ん
と
し
た
も
の
を
作
る

の
は
大
変
。
で
も
私
が
作
っ
た
世
界
で
た
っ
た

一
つ
の
も
の
だ
か
ら
、
出
来
上
が
り
が
楽
し
み

で
す
」
と
大
好
評
。
「
厚
さ
を
は
か
る
の
が

思
っ
た
よ
り
難
し
い
で
す
ね
」
と
、
作
っ
て
み

て
初
め
て
わ
か
っ
た
苦
労
話
も
で
ま
し
た
。

に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
陶
芸
の
素
晴

ら
し
さ
を
、
そ
し
て
「
成
形
が
ど
ん

な
に
良
く
で
き
て
も
、
窯
か
ら
出
な

い
と
作
品
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
出
し

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
」

と
陶
芸
の
難
し
さ
も
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
す
。
陶
芸
教
室
の
メ
ン
バ
ー

は
、
「
自
分
た
ち
の
作
っ
た
湯
の
み

で
お
茶
会
を
し
た
い
ね
」
と
、
今
か

ら
11
月
の
窯
だ
し
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　
陶
芸
に
限
ら
ず
、
何
で
も
や
っ
て

み
な
く
て
は
結
果
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
茶

道
・
華
道
・
料
理
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

講
座
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
会
場
を

借
り
て
活
動
・
運
営
す
る
自
主
教
室

も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
も
ア
ル
テ
リ
オ
に
来
て
、

何
か
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
見

慣
れ
た
日
常
生
活
が
、
き
ら
き
ら
と

輝
き
だ
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

▼

私
も
陶
芸
に
挑
戦
。
い
っ
た
ん
粘
土
を

手
に
し
た
ら
、
そ
れ
ま
で
の
お
し
ゃ
べ
り

も
忘
れ
、
作
品
作
り
に
夢
中
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
11
月
に
は
、
ど
ん
な
素
敵

な
作
品
が
仕
上
が
る
で
し
ょ
う
か
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



　
　

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
迅
速
で
的
確
な

防
災
活
動
体
制
の
確
立
、
防
災
関
係
機
関
相

互
の
緊
密
な
協
力
体
制
の
強
化
、
市
民
の
防

災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
茨

城
県
と
市
が
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
８
月
27
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
12
時
30
分　

▼
場
所
＝
市
下
館
運
動
公
園
（
上
平
塚
）

【
訓
練
開
始
予
定
時
間
】
９
時
30
分
＝
地
震

発
生
合
図
／
初
動
対
応
・
被
害
状
況
把
握
（1）

／
情
報
収
集
・
伝
達　

９
時
50
分
＝
現
地
災

害
対
策
本
部
設
置
・
住
民
広
報　

９
時
55
分

＝
住
民
避
難　

９
時
58
分
＝
被
害
状
況
把
握

（2）　

10
時
10
分
＝
補
給
対
策
・
炊
き
出
し
／

救
援
・
救
護
（1）　

10
時
15
分=

災
害
現
場
視

察　

10
時
30
分
＝
消
防
応
援
隊
到
着
／
人
命

救
出　

10
時
35
分
＝
救
援
・
救
護
（2）　

11
時

＝
道
路
復
旧
・
障
害
物
除
去　

11
時
５
分
＝

後
方
支
援　

11
時
30
分
＝
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復

旧　

11
時
50
分
＝
火
災
防
御　
【
一
般
車
両

の
駐
車
場
】
訓
練
を
見
学
す
る
人
の
車
両
に

つ
い
て
は
、
市
民
プ
ー
ル
北
側
駐
車
場
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ

　

市
消
防
防
災
課
防
災
係　

内
線
３
１
７

　

平
成
６
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
県

道
下
館
三
和
線
関
城
バ
イ
パ
ス
（
舟
生
〜
関

本
下
地
内　

延
長
約
4.3
㎞
）
が
、
８
月
８
日

（
月
）
午
後
３
時
に
全
線
開
通
し
ま
す
。

　
▼
日
時
＝
８
月
28
日
（
日
）
午
前
８
時
〜
小

雨
決
行　

▼
収
集
方
法
＝
空
き
缶
・
空
き
ビ

ン
・
紙
く
ず
に
分
類
し
透
明
袋
に
入
れ
て
集

積
所
へ　

▼
集
積
所
＝
本
城
町
下
館
公
園
、

市
役
所
駐
車
場
、
西
谷
貝
集
落
セ
ン
タ
ー
、

飯
島
集
落
セ
ン
タ
ー
、
川
島
公
民
館
、
竹
島

公
民
館
、
養
蚕
公
民
館
、
五
所
公
民
館
、
中

公
民
館
、
河
間
公
民
館
、
大
田
公
民
館
、
野

殿
転
作
研
修
促
進
セ
ン
タ
ー
、
幸
町
児
童
会

館
、
嘉
田
生
崎
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ　

市
生
活
環
境
課

　

環
境
保
全
係　

内
線
２
６
０
・
２
６
５

　　

平
成
17
年
７
月
30
日
現
在
で
、
介
護
保
険

要
介
護
認
定
「
要
介
護
度
４
及
び
５
」
の
高

齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
の
う
ち
、

市
民
税
非
課
税
の
世
帯
の
人
に
慰
労
金
を
支

給
し
ま
す
。▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
人（
平

成
16
年
８
月
１
日
〜
平
成
17
年
７
月
31
日
に

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
を
除

き
ま
す
）
▼
支
給
額
（
年
額
）
＝
１
０
０
，

０
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
８
月
１
日（
月
）

〜
12
日
（
金
）
ま
で　

▼
申
し
込
み
先
＝
市

高
齢
福
祉
課
及
び
各
支
所
福
祉
課
へ

　
▼
日
時
＝
毎
月
第
２
金
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　

＊
今
月
は
８
月
12
日
（
金
）

▼
内
容
＝
最
近
の
薬
物
乱
用
に
つ
い
て　

▼
場
所
＝
筑
西
保
健
所

■
問
い
合
わ
せ　

筑
西
保
健
所
保
健
指
導
課

　

TEL
　

24
ー
３
９
１
１

【
ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
取
り
】

▼
期
日
＝
15
日
（
月
）・
16
日
（
火
）　

＊
休

み
中
は
集
積
所
に
ご
み
を
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
＊
問
い
合
わ
せ
は
、
市
生
活
環
境

課
ご
み
減
量
係
へ　

内
線
２
４
９

【
き
ぬ
聖
苑
（
火
葬
場
）】

▼
期
日
＝
８
月
15
日
（
月
）・
16
日
（
火
）　

　

TEL
　

33
ー
６
６
３
５

　

法
律
・
人
権
・
行
政
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
人

【
法
律
相
談
】
▼
日
時
＝
８
月
25
日
（
木
）

午
後
１
時
〜　

▼
場
所
＝
市
民
会
館
１
階
会

議
室　

▼
相
談
人
数
＝
先
着
８
人　

▼
相
談

員
＝
弁
護
士　

▼
申
し
込
み
＝
事
前
予
約
要

８
月
17
日
（
水
）
の
午
前
９
時
か
ら
市
広
報

広
聴
課
広
聴
係
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

開通式典は 10 時 30 分～
■問い合わせ
筑西土木事務所　TEL 24-2211　内線 377 

茨
城
県
・
筑
西
市
総
合
防
災
訓
練

を
開
催

県
道
下
館
三
和
線
関
城
バ
イ
パ
ス

が
８
月
８
日
に
開
通

第
２
回
下
館
地
区
ク
リ
ー
ン
作
戦

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給

薬
物
依
存
症
『
家
族
教
室
』

夏
期
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

生
活
の
困
り
ご
と
相
談
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タ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
室　

▼
募
集
人
員
＝
小
学

生
20
名
程
度
（
保
護
者
同
伴
可
）　

▼
参
加

費
＝
材
料
費
２
０
０
円　

▼
持
参
物
＝
１
㍑

牛
乳
パ
ッ
ク
４
枚
（
よ
く
洗
っ
て
つ
な
ぎ
目

に
沿
っ
て
切
り
開
き
、乾
燥
す
る
）　

▼
講
師

＝
市
生
活
学
校　

▼
申
し
込
み
＝
８
月
２
日

（
火
）〜
10
日
（
水
）ま
で
に
、し
も
だ
て
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
（
TEL
　

23
ー
１
６
１
６
）へ

▼
日
時
＝
８
月
28
日
（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
３
時
頃
ま
で　

▼
場
所
＝
市
立
明
野
図

書
館　

▼
申
し
込
み
＝
参
加
者
は
８
月
21
日

（
日
）ま
で
に
明
野
図
書
館
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。　

▼
持
参
物
＝
お
弁
当
・
み
が
く

布
（
軍
手
が
便
利
）・
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
小
）・

タ
オ
ル
・
ぞ
う
き
ん　

＊
当
日
は
、帽
子
、汚

れ
て
も
よ
い
服
装

■
問
い
合
わ
せ

　

市
立
明
野
図
書
館　

TEL
　

52
ー
２
４
６
６

▼
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
、午
後
8
時
〜
午
後

10
時　

▼
場
所
＝
幸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー　

▼
受
講
料=

月
３
，０
０
０
円

▼
募
集
期
間
＝
８
月
５
日（
金
）〜
20
日（
土
）

▼
申
し
込
み
＝
養
蚕
公
民
館

TEL
　

25
ー
１
４
５
２　

▼
開
講
式
＝
８
月
24

日
（
水
）午
後
８
時
〜 

同
セ
ン
タ
ー　

■
問
い
合
わ
せ 

　

筑
西
市
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス　

　

協
会 

会
長 

杉
山
孝
一 

TEL
　

24
ー
０
６
８
３

い
。　
【
人
権
相
談
】
▼
日
時
・
会
場
＝
８

月
３
日
（
水
）
午
前
10
〜
正
午　

協
和
公
民

館
総
合
ホ
ー
ル
／
８
月
25
日
（
木
）
午
後
１

時
〜
３
時　

市
民
会
館
１
階
会
議
室　

▼
相

談
員
＝
人
権
擁
護
委
員
（
法
務
大
臣
委
嘱
）

【
行
政
相
談
】
▼
日
時
・
会
場
＝
８
月
25
日

（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時　

市
民
会
館
１
階

会
議
室
／
８
月
３
日
（
水
）
午
前
10
〜
正
午

協
和
公
民
館
総
合
ホ
ー
ル　

▼
相
談
員
＝
行

政
相
談
委
員
（
総
務
大
臣
委
嘱
）
＊
人
権
・

行
政
相
談
の
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
広
報
広
聴
課
広
聴
係

　

内
線　

２
０
０
・
２
０
１

　

８
月
を
行
方
不
明
者
捜
索
強
化
期
間
と
し

て
『
行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
』
を
開
設

し
て
市
民
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
期
日
＝
８
月
11
日
（
木
）
午
前
９
時
〜
午

後
４
時　

▼
場
所
＝
茨
城
県
警
県
西
機
動
セ

ン
タ
ー　

＊
通
常
は
、
水
戸
市
笠
原
町
県

警
本
部
８
階
鑑
識
課
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ　
　

筑
西
警
察
署

　

TEL
　

24
ー
０
１
１
０

　

９
月
11
日
（
日
）
は
、
茨
城
県
知
事
選
挙

の
投
票
日
で
す
。市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

選
挙
離
れ
が
進
ん
で
い
る
若
者
の
選
挙
へ
の

参
加
を
目
指
し
、
期
日
前
投
票
立
会
人
と
し

て
若
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
在
住
で
選
挙
権
を
有
す
る
20

歳
代
、
30
歳
代
の
人　

▼
募
集
人
員
＝
64
人

(

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
立

ち
会
う
日
＝
８
月
26
日
（
金
）
〜
９
月
10
日

（
土
）
の
希
望
す
る
日　

▼
時
間
＝
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で　

場
所
＝
市
本
庁

ま
た
は
各
支
所
の
期
日
前
投
票
所　

▼
報
酬

額
＝
日
額
９
，６
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝

８
月
10
日
（
水
）
ま
で
に
、
本
庁
ま
た
は
各

支
所
の
総
務
課
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
総
務
部
総
務
課
内
）　

内
線
３
３
２

　

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
の
、
お
互
い
の

ふ
れ
あ
い
や
感
じ
た
こ
と
、
訴
え
た
い
こ
と

な
ど
の
作
文
や
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
作
文
】
▼
原
稿
枚
数
＝
①
小
学
校
・
中
学

校
部
門　

２
〜
４
枚　

②
高
校
生
・
一
般
部

門　

４
〜
６
枚　

＊
い
ず
れ
も
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
に
縦
書
き　
【
ポ
ス
タ
ー
】
▼

規
格
＝
小
学
校
・
中
学
校
部
門　

Ｂ
３
ま
た

は
四
つ
切
り　

■
問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み

　

市
障
害
福
祉
課
備
え
付
け
の
応
募
用
紙

に
記
入
の
う
え
、
９
月
５
日
（
月
）（
必

着
）
ま
で
に
、
県
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉

課
（
〒
３
１
０
ー
８
５
５
５　

水
戸
市
笠
原

町
９
７
８
番
地
６　

TEL
　

０
２
９
ー
３
０
１
ー

３
３
６
３
）
へ
直
接
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
小
・
中
・
高
校
生
、
福
祉
・
看
護
専
門
学

校
な
ど
の
生
徒
は
学
校
へ　
　
　
　

 　
　

▼
日
程
＝
9
月
16
日
・
30
日
／
10
月
14
日
・

28
日
／
11
月
18
日
・
25
日
／
12
月
9
日
・
16

日
の
金
曜
日 　

▼
時
間
＝
午
後
１
時
30
分

〜
3
時 　

▼
場
所
＝
市
下
館
総
合
体
育
館 

▼
対
象
者
＝
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人 

（
先

着
10
名
）　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
準
備
品
＝

運
動
着
、上
履
き
（
ス
リ
ッ
パ
不
可
）、タ
オ

ル 

▼
内
容
＝
①
身
体
測
定
（
体
重
、血
圧
、

体
脂
肪
）　

②
理
学
療
法
士
に
よ
る
講
話
・

体
操 

▼
申
し
込
み
＝
８
月
１
日
（
月
）〜

■
問
い
合
わ
せ　

市
高
齢
福
祉
課

　

在
宅
高
齢
係 　

内
線
２
１
８　
　
　

▼
日
時
＝
８
月
24
日
（
水
）午
後
１
時
30
分

〜
４
時　

▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
調
理
室　

▼
募
集
人
員
＝
20
名
程
度

▼
参
加
費
＝
材
料
費
１
，０
０
０
円
程
度　

▼
持
参
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、布
巾　

▼
申
し
込

み
＝
８
月
６
日
（
土
）〜
21
日
（
日
）ま
で
に
、

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
TEL 

23
ー

１
６
１
６
）へ

【
六
角
ペ
ン
立
て
づ
く
り
】

▼
日
時
＝
８
月
11
日
（
木
）午
前
９
時
〜
正

午　

▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

『
行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
』

を
開
設

「
若
者
に
よ
る
選
挙
期
日
前

「
投
票
所
立
会
人
」
募
集

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
と

障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

転
倒
骨
折
予
防
教
室

地
域
交
流
牛
乳
パ
ッ
ク
工
作
教
室

夏
の
お
菓
子
づ
く
り

光
る
泥
だ
ん
ご
を
つ
く
ろ
う

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
初
心
者
講
座

会
員
募
集

水
よ
う
か
ん

錦
玉
・
煉
切
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▼
日
時
＝
８
月
28
日
（
日
）

　
　

①
イ
ベ
ン
ト
模
擬
店

    　

   

午
後
３
時
〜
９
時

　
　

②
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
野
外
映
画
会

  　

    

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

        

＊
映
画
『
ワ
ン
ピ
ー
ス
』
上
映　

　
　

▼
場
所
＝
協
和
の
杜
公
園
（
久
地
楽
）

　
　

▼
対
象
者
＝
市
内
の
幼
児
、
小
学
生
、

　
　

中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
等　

▼
内
容

　
　

＝
か
つ
て
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
親
と

　
　

子
の
映
画
会
を
復
活
し
、
親
子
の
コ　

　
　

ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。

　
　

▼
参
加
費
＝
幼
児
、
小
学
生
、
中
学
生

　
　

一
人
２
０
０
円
（
映
画
会
）
／
保
護　

　
　

者
等
一
人
２
０
０
円
（
映
画
会
）
▼　

　
　

主
催
＝
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

　
　

委
員
会　

▼
後
援
＝
市
教
育
委
員
会　

　
　

▼
共
催
＝
市
内
商
工
会
青
年
部
（
旧
関

　
　

城
町
・
旧
明
野
町
・
旧
協
和
町
）

　
　

▼
申
し
込
み
期
限
＝
８
月
12
日
（
金
）

　
　

■
問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み

　
　

市
協
和
商
工
会　

TEL
５
７
ー
２
１
２
４

　
　

市
関
城
商
工
会　

TEL
３
７
ー
６
６
２
１

　
　

市
明
野
商
工
会　

TEL
５
２
ー
２
５
１
１

【
こ
の
ほ
か
の
応
援
団
事
業
】

①
花
の
街
『
筑
西
』
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ア

　

in
オ
ー
タ
ム(

花
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

▼
対
象
＝
幼
稚
園
・
保
育
園
年
長
者
及
び
小

学
１
年
生(
男
子
児
童)　

 

▼
入
団
説
明
会

＝
８
月
20
日（
土
）午
後
６
時
〜 

光
徳
寺（
泉

町
乙
５
１
２
）

■
問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み

　

光
徳
寺 

相
馬
ま
で　

TEL
　

22
ー
４
２
０
９

▼
日
時
＝
８
月
20
日
（
土
）
午
後
４
〜
９
時

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
ま
ち
か
ど
広
場　

▼

内
容
＝
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
。
産
直
青
空
市
（
新
鮮
朝
採
り
野
菜

な
ど
の
販
売
）、
そ
の
他
に
も
輪
投
げ
、
ゲ
ー

ム
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
い
企
画
が
盛

り
だ
く
さ
ん　

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店

＝
１
人
１
区
画
（
３
ｍ
×
２
ｍ
、
出
店
料
無

料
）　

▼
出
店
申
し
込
み
は
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
で
平
沢
（
TEL
　

24
ー

６
０
０
０ 

）へ          

■
問
い
合
わ
せ　

市
商
工
観
光
課
商
工
振
興

係　

TEL
　

20
ー
１
１
６
０

▼
開
催
期
間
＝
８
月
26
日（
金
）〜
29
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
＊
最
終
日
は
午
後
５

時
ま
で　

▼
場
所
＝
市
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
主
催
＝
写
真
ク
ラ
ブ
『
フ
ォ
ト
銀
河
Ⅱ
』

■
問
い
合
わ
せ

　

平
石　

TEL
　

22
ー
３
４
５
０

　

め
の
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
テ

　

ナ
ガ
ー
デ
ン
の
展
示
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講

　

習
会
の
開
催
／
日
本
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ

　

ッ
ト
協
会
茨
城
県
支
部
筑
西
部
会
主
催)

②
市
民
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会(

旧
市
町

　

の
住
環
境
や
歴
史
を
学
ん
だ
り
、
各
地
区

　

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
し
て
交
流
を

　

深
め
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
実
施
／
ウ
ォ
ー

　

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催)

③
手
紙
が
語
る
１
０
０
年
前
の
故
郷
〜
日
露

　

戦
争
１
０
０
年
・
兵
士
か
ら
の
礼
状
〜　

　

(

手
紙
が
貼
ら
れ
た
屏
風
の
展
示
、
講
演

　

会
の
開
催
、
１
０
０
年
前
の
こ
の
地
の
調

　

査
研
究
な
ど
／
下
館
時
の
会
主
催)

④
『
笑
店
街
』
誕
生
〜
商
店
街
に
笑
い
と
感

　

動
を
〜(

ア
ル
テ
リ
オ
前
広
場
に
お
い
て

　

大
道
芸
人
に
よ
る
シ
ョ
ー
、
地
元
住
民
に

　

よ
る
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
な
ど
を
実
施
／

　

日
専
連
し
も
だ
て
主
催)

⑤
喜
歌
劇
『
こ
う
も
り
』
公
演(

市
民
か
ら

　

団
員
を
募
集
し
て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
総
合

　

芸
術
で
あ
る
初
の
歌
劇
を
上
演
す
る
／
筑

　

西
シ
テ
ィ
・
オ
ペ
ラ
主
催)

※
実
施
時
期
は
10
月
か
ら
12
月
の
予
定
。　

　

詳
細
は
、
今
後
、
広
報
筑
西
『
ピ
ー
プ
ル
』

　

に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

 

市
企
画
課
企
画
調
整
係 

内
線
４
８
９

【
く
ま
く
ん
に
あ
い
に
図
書
館
と
美
術
館
へ

行
こ
う
】

　

美
術
館
で
行
わ
れ
る
、つ
ち
だ
よ
し
は
る

絵
本
原
画
展
と
あ
わ
せ
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
行
い
ま
す
。

▼
期
限
＝
８
月
21
日
（
日
）
ま
で　

▼
場
所

＝
し
も
だ
て
美
術
館
・
中
央
図
書
館
・
明
野

図
書
館　

▼
対
象
＝
幼
児
・
小
学
生　

＊
各

館
に
ス
タ
ン
プ
台
紙
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
数
に
よ
り
、
く
じ

引
き
や
抽
選
に
参
加
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

し
も
だ
て
美
術
館　

TEL
　

23
ー
１
６
０
１

　

中
央
図
書
館　
　
　

TEL
　

24
ー
３
５
３
０

　

明
野
図
書
館　
　
　

TEL
　

52
ー
２
４
６
６

　
　
　
　
　
　

【
稲
か
っ
ぺ
ョ　

蔵
み
っ
ぺ
ョ
】

▼
日
時
＝
９
月
４
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
３

時　

▼
場
所
＝
上
川
中
子
地
区
の
田
圃　

▼

参
加
費
＝
１
，０
０
０
円
（
１
家
族
ま
た
は

１
グ
ル
ー
プ
）　

▼
内
容
＝
１
人
あ
た
り
約
１
坪
の
稲
刈
り
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
鎌
、
長
靴
等
の
必
要

な
道
具
は
用
意
し
ま
す
。 

参
加
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
稲
刈
り
を
し
た
酒
米
で
醸
し
た
清
酒
４

合
瓶
１
本
を
後
ほ
ど
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
酒
蔵
見
学
＝
来
福
酒
造
（
村
田
）
を
蔵
人

の
案
内
付
き
で
見
学
し
ま
す
。

▼
参
加
人
員
＝
個
人
参
加
は
２
０
０
人
程
度

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
）　

■
問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み　

　

下
館
酒
販
青
年
会

　

あ
さ
ひ
や
酒
店
（
月
曜
日
定
休
）

　

高
橋　

TEL
　

22
ー
３
４
８
４　

筑 西 市 誕 生 記 念 応 援 団 事 業

筑
西
市
誕
生
記
念
酒
『
筑
西
』
酒

米
の
稲
刈
り
と
酒
蔵
見
学

わ
っ
し
ょ
い
市

く
ま
く
ん
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

筑
西
市
誕
生
記
念
応
援
団
事
業

９
月
期
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

フ
ォ
ト
銀
河
Ⅱ
第
６
回
写
真
展

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
５

＝
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
＝
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▼
日
時
＝
９
月
25

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
（
日
）
午
後
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
30
分
開
場
、
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
開
演　

▼
場
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
市
立
生
涯
学
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー（
ペ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
）　

▼
チ
ケ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
販
売
日
＝
８
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時　

＊
14
日
以
降
は
土
・
日
・

祝
日
を
除
く　

＊
販
売
は
ペ
ア
ー
ノ
の
み
で

す
。
１
人
４
枚
ま
で　

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金
＝

５
，０
０
０
円
（
全
席
指
定
）　

▼
主
催
＝
市

文
化
振
興
事
業
団　

■
問
い
合
わ
せ　

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
（
ペ
ア
ー
ノ
）　

TEL
　

37
ー
７
８
０
３

▼
大
会
日
＝
８
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）

▼
予
備
日
＝
９
月
３
日
（
土
）・
４
日
（
日
）

▼
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者
50
歳
以

上
で
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
こ
と　

▼
申
し

込
み
＝
８
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
川
越
（
FAX

２
８
ー
３
７
０
１
）
へ　

▼
主
将
会
議
＝
８

月
17
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
〜
下
館
総
合

体
育
館
研
修
室　

▼
参
加
費
＝
１
チ
ー
ム

５
，０
０
０
円
（
主
将
会
議
時
に
徴
収
）

■
問
い
合
わ
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

筑
西
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会　

　

川
越　

TEL
　

28
ー
３
７
０
１

　

小
貝
川
堤
防
の
完
備
と
筑
西
市
誕
生
を
記

念
し
花
火
大
会
を
開
催
し
ま
す
。　
　

▼
日
時
＝
８
月
20
日
（
土
）
雨
天
順
延　

午

後
７
時
30
分
開
始
予
定
〜
９
時
終
了
予
定　

▼
場
所
＝
成
田
橋
下
流
深
見
橋
周
辺

■
問
い
合
わ
せ

　

小
貝
川
打
ち
上
げ
花
火
の
会
代
表

　

中
澤
龍
水　

TEL
　

22
ー
２
６
６
９　
　

　

日
向
野
節　

TEL
　

24
ー
９
７
４
７

　

谷
島
利
次　

TEL
　

24
ー
３
３
８
２

▼
日
程
・
テ
ー
マ
＝
①
９
月
７
日
（
水
）
風

船
が
い
っ
ぱ
い　

②
９
月
14
日
（
水
）
に
こ

に
こ
運
動
会　

③
９
月
21
日
（
水
）
で
き
る

か
な　

▼
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分　

▼
募
集
人
員
＝
先
着
各
30
組　

▼
費
用

＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
８
月
18
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
電
話
ま
た
は
直
接
、
下
館
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

＊
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
の

は
、
市
内
在
住
の
０
歳
〜
６
歳
ま
で
の
未
就

園
の
子
ど
も
と
保
護
者
で
す
。
初
め
て
利
用

さ
れ
る
方
は
、印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
　
　
　

下
館
子
育
て
支
援

　

セ
ン
タ
ー　

TEL
　

25
ー
３
１
４
１

▼
日
時
＝
８
月
14
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
紙
芝
居
『
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
』

絵
本
『
あ
か
ず
き
ん
』
他
、
折
り
紙
教
室

■
問
い
合
わ
せ

　

読
み
聞
か
せ
『
あ
す
な
ろ
会
』　

　

中
金　

TEL
　

25
ー
０
０
２
８

▼
日
時
＝
８
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

▼
内
容
＝
絵
本
朗
読『
お
ば
け
の
ま
な
つ
び
』

『
し
あ
わ
せ
の
３
つ
の
お
し
え
』『
う
し
ろ
に

い
る
の
だ
あ
れ
』　

紙
芝
居
『
う
た
の
す
き

な
い
る
か
た
ち
』

■
問
い
合
わ
せ　

読
み
聞
か
せ
会
て
る
て
姫

　

飯
山　

TEL
　

57
ー
６
７
８
２

▼
日
時
＝
８
月
20
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本
『
ね
え
お
は
な
し
し
て
よ
』

紙
芝
居
『
お
ば
け
や
し
き
』
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

　

野
ば
ら
の
会　

小
薬　

TEL
　

22
ー
４
３
６
９

▼
堪
忍
箱
＝
宮
部
み
ゆ
き　

90
分
３
本　

60

分
１
本　

▼
ま
と
も
な
人
＝
養
老
孟
司　

90

分
３
本　

60
分
１
本　

▼
対
象
者
＝
視
覚
障

害
者
、
寝
た
き
り
の
人
、
視
力
の
落
ち
た
高

齢
者
の
人
な
ど
。
テ
ー
プ
は
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
貸
し
出
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

野
ば
ら
の
会　

小
薬　

TEL
　

22
ー
４
３
６
９

▼
日
時
・
場
所
＝
①
８
月
11
日
（
木
）午
前

10
時
〜
午
後
３
時
30
分　

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
／

②
８
月
17
日
（
水
）午
後
１
時
〜
３
時
30
分

市
民
病
院
／
③
８
月
23
日
（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時
30
分　

市
民
会
館

■
問
い
合
わ
せ　
　
　
　

　

下
館
保
健
セ
ン
タ
ー　

TEL
　

24
ー
２
２
６
６

   

（
７
月
20
日
現
在
）

不
要
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

第
１
回
筑
西
市
熟
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ

に
こ
企
画
あ
そ
び

読
み
聞
か
せ
（
協
和
公
民
館
）

読
み
き
か
せ

朗
読
テ
ー
プ
（
貸
し
出
し
無
料
）

読
み
が
た
り

華
原
朋
美
コ
ン
サ
ー
ト

小
貝
川
打
ち
上
げ
花
火
大
会

献
血
に
ご
協
力
を

　　今月の納税
　市民税・県民税（２期）
　国民健康保険税（３期）
　納期限：８月３１日（水）

納税に便利な口座振替をご利用く

ださい。手続きは、金融機関の届

出印を持参のうえ、市収税課また

は市内の金融機関・郵便局へ

■問い合わせ
　市収税課管理係　内線４４４

【
ゆ
ず
り
ま
す
】

ピ
ア
ノ
・
ヤ
マ
ハ
ス
タ
ン
ド
型
・
中
古
無
償
／
ス
タ
ッ
ト
レ

ス
タ
イ
ヤ
・
軽
四
輪
用
・
新
同
１
０
０
０
０
円
／
ヤ
マ
ハ
電

動
三
輪
車
・
中
古
３
０
０
０
円
／
す
べ
り
台
中
古
無
償
／
子

ど
も
用
自
転
車
・
中
古
２
０
０
０
円
／
ベ
ビ
ー
バ
ス
・
中
古

無
償
／
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
中
古
１
０
０
０
円
／
歩
行
器
・

中
古
無
償
／
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
中
古
１
５
０
０
円
／
ベ
ビ
ー
ラ
ッ

ク
／
社
交
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
女
性
用
・
新
品
４
０
０
０
円
／

プ
リ
ン
タ
ー
・
エ
プ
ソ
ン
中
古
２
０
０
０
円
／
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
モ

デ
ム
・
中
古
２
０
０
０
円
／
整
理
タ
ン
ス
・
中
古
１
０
０
０

円
／
和
タ
ン
ス
・
中
古
１
０
０
０
円

【
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
】

幼
児
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
／
エ
レ
ク
ト
ー
ン
／
手
話
ビ
デ

オ
／
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト
／
車
椅
子
／
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
／
ワ
ー
プ

ロ
富
士
通
／
川
島
保
育
園
女
子
服
／
ワ
ー
プ
ロ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
／
自

転
車
／
卓
球
台
／
二
段
ベ
ッ
ト
／
電
子
ピ
ア
ノ
／
乳
児
用

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

＊
毎
週
月
曜
・
水
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
に
『
下
館

消
費
者
友
の
会
』
が
運
営
す
る
『
不
要
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

セ
ン
タ
ー
』（
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
内
）
内
線
２
９
２
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
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http://w
w
w
.city.chikusei.lg.jp

つるを伸ばし、色鮮やかな花を数多く咲か
せるノウゼンカヅラ。別名、凌霄花とも。

　
あ
け
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
取
材
。
実
は
今
か
ら
20
年
程

前
、
学
生
時
代
に
バ
ン
ド
を
か
じ
っ
て

い
た
∞
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
世
代
で
は
な

い
け
れ
ど
、
自
分
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ

て
い
た
頃
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
さ
て

家
に
帰
っ
た
ら
、
久
し
ぶ
り
に
ギ
タ
ー

で
も
弾
い
て
み
よ
う
か
な
。
　
（
∞
）

編

集

後

記

　
プ
ー
ル
（
表
紙
）
の
取
材
を
し
た
時

は
、
梅
雨
空
が
続
く
中
の
貴
重
な
晴
れ

間
。
天
真
爛
漫
な
こ
の
笑
顔
は
、
何
事

に
も
代
え
が
た
く
、
市
の
宝
物
と
実
感

す
る
。
こ
の
市
報
が
発
行
さ
れ
る
頃

は
、
も
う
思
う
存
分
泳
い
で
い
る
こ
と

だ
ろ
う
。
日
焼
け
し
、
ま
た
ひ
と
つ
逞

し
く
な
っ
た
姿
が
楽
し
み
だ
。
（
も
）

　
地
域
交
流
陶
芸
教
室
を
取
材
。
私
も

少
し
だ
け
、
粘
土
に
触
ら
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
器
用
な
手
つ
き
を

真
似
し
な
が
ら
、
…
…
あ
れ
れ
、
思
っ

た
よ
う
に
は
い
か
な
い
。
ど
ん
ど
ん
不

思
議
な
形
に
な
っ
て
い
く
粘
土
。
で

も
、
こ
れ
も
陶
芸
の
醍
醐
味
。
初
め
て

の
陶
芸
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
（
＠
）

人口＝男56,217人　女57,242人　計113,459人　世帯数＝35,282世帯（平成17年７月１日現在、常住人口）


